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56．フェリチンキット（CIS）による血清フェリチ

　　ンの基礎的検討について
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　今回，血清フェリチンの微量測定について，緑

十字社のキットの基礎的検討を行なったので，そ

の結果を報告した．本キットは，BF分離に，活

性化セルロースを結合させた第二抗体を用い，検

体量が50μ1と少ないのが特徴で，10～600ng／ml

の範囲内のフェリチンを測定できる．第1インキ

ュベーションにおける室温18～22hと，37°C　2．5

hの2方法を比較した結果，標準曲線の結合率は，

37」C2．5　hの方がわずかに高かったが，同時測定

した同一血清の濃度においては有意の差はみられ

ず，以後の検討は，室温20hで行なった．

　標準曲線の各濃度における6回の平均CVは

8・4；。でその再現性は良好であった．4種の血清に

おける10本測定の同時再現性は，平均CV　6．4，ま

た5回にわたる4種の血清の日差変動は，平均

CV　5．8で，他社の結果と比べ良好であった．添

加回収試験は，平均回収率102．3°／oで，希釈試験

も原点を通り直線性を示した．

　上記のように，基礎検討の結果は良好で，固相

法に比べて操作がやや繁雑であるが，BF分離に

用いるイミューノソーベントは，PEG分離法よ

りも上清吸引が容易であるなど，日常検査に十分

使用できると考える．

57・PTHキットの基礎的，臨床的検討
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　PTH　RIAキット“栄研”を使用して，その基

礎的，臨床的検討を行なった．本キットは，ヒト

血中のPTH濃度を測定するのに，ウシ（1－84）P

THを用いたheterologousな系のRIAキットで

ある．アッセイは非平衡系にて行ない，2抗体法

でB，Fを分離する．　intra－，　inter－assayのCV（％）

は，それぞれ4．7～15．1，5．6～17．1であり，回収

テストおよび稀釈テスト共に良好な成績が得られ

た．最小検出感度は0．2ng／m1であり，20　ng／m1

の濃度まで測定が可能であった．合成ウシおよび

ヒト（1－34）PTHとは，ほとんど交叉反応を示さ

ず，従って本アッセい系はPTHのC末端に特異

的な系であることが示された．成人正常者（20～

50歳）では，全例0．6ng／m1以下を示したのに対

し，老年者（60歳以上）では，やや高値の傾向を

示した．PTH高値は，原発性副甲状腺機能充進

症（24／26），慢性腎不全（22／23），偽性および偽性

特発性副甲状腺機能低下症（7／7），高Ca血症を合

併した悪性腫瘍（8／23），クル病および骨軟化症（3／

5）に認められた．PTH低値は，術後性および特

発性副甲状腺機能低下症（13／13），骨バジェット病

（6／6）に認められた．EDTA負荷時のPTH濃度

測定は，PTH分泌状態を知る上に有用であった．

　PTH，　RIAキット‘‘栄研”は，基礎的，臨床的

検討により満足される成績が得られ，十分実用に

耐え得ることが認められた．
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